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【背景】 

X線検査において画像の再現性の担保が求めら

れている。特に一般撮影では合格基準を満たすため

に、再撮影を行い細かく調節する必要があり、整形

領域では特に再撮影が多くなっている。 

当院では、2023年5月より放射線部門管理サービ

スASSISTA Management RAD（以下ASSISTA）が導入

されている。当システムは撮影室、撮影機器の稼働

状況の管理、部位・撮影者ごとの撮影線量の管理、

各コンソールの写損情報の管理、FPD資産の管理を

可能とする。ASSISTAでは分析する項目を選びソート

をかけることにより撮影画像に関する多くの情報を得

ることができる。写損状況の現状を把握することで再

撮影を減らせるのではないかと考えた。 

【目的】 

放射線部門管理サービスを利用して一般撮影部

門における写損状況を数値化し、写損率低減への活

用策について検討を行う。 

【方法】 

対象期間を2023年6月1日～11月30日の6ヶ月とし、

以下の3項目について検討を行う。 

① 撮影項目ごとの写損率の算出 

当院一般撮影室におけるルーチン撮影項目に

ついて全撮影枚数が100枚を超える項目の各写

損率を算出した。 

② 技師経験年数による写損率の分布 

写損率が高い上位3部位及び最も低い部位に

ついて、経験年数ごとに写損率を算出した。対象

とする技師は経験年数1年～18年の計10名とした。

Spearmanの順位相関係数を用いて関係性を評価

した。 

③ 新人技師の時間経過による撮影状況の分析 

写損率が最も高い部位、低い部位について月

ごとの写損率及び撮影件数の変化をグラフ化した。

対象とする技師は1年目の新人技師3名とした。 

【結果】 

① 撮影項目ごとの写損率の算出 

写損率が高い部位としては膝関節や肘関節な

ど整形領域の項目が挙げられる（図１）。また、部

位ごとに見ると正面に対して側面の写損率が高く

なっている傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 技師経験年数による写損率の分布 

頭蓋骨、胸部についてはやや負の相関が見ら

れた（図２，３）。しかし、膝関節、肘関節について

はあまり相関が見られず経験年数による写損率の

差も顕著なものはなかった（図４，５）。 

 

 

 

図１.撮影項目ごとの写損率 

図６.時間経過による撮影状況 

図２.頭蓋骨 側面の写損率 

図３.胸部 正面の写損率 

Spearman=-0.7532 

Spearman=-0.7077 



 

 

 

③ 新人技師の時間経過による撮影状況の分析 

技師１名について着目すると、月ごとに撮影件

数は増加し、写損率はやや低下していた（図６）。 

 

 

【考察】 

検査項目ごとに写損率を算出しグラフ化することで

写損が多い項目が一目で判断できる。また、技師

個々の撮影状況を数値化することで個人の写損状

況や経験の把握が可能となる。 

写損率が高い部位に関して低減する取り組みや

新人技師の教育に向けた材料として活用可能である

と考えられる。 

図５.肘関節 側面の写損率 

図４.膝関節 立位側面の写損率 

図６.時間経過による撮影状況 

Spearman=-0.1538 

図４.膝関節 立位側面の写損率 

Spearman=-0.3024 


